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研究題目 言葉にこだわって読み，仲間と関わりながら，自分の考えを深める子の育成 

      ～「天のシーソー」に込められた意味とは～（中２国語 安東みきえ『天のシーソー』） 

研究要項 

１ 何のために 

蒲郡市国語部会では，これまでに子どもの実態に合った教材の発掘を行い，その教材の特性を生かし

た実践を重ねてきた。今年度も，子どもの実態に合い，子どもの心が揺り動かされるような教材を選ん

で研究に取り組むことにした。 

本学級の生徒たちは，自分の考えをしっかりともっている生徒が多い。しかし，自分の考えに自信が

もてず，発言することをためらってしまう様子があった。「自分たちで活気ある授業を作っていくため

に」をテーマに学級会を行ったときには，どの生徒もワークシートに自分の考えをしっかりと書いてい

た。そこで，話し合いの前に，班で意見を交流したり，仲間同士で互いの意見を聞き合ったりする時間

を設けた。すると，全員が発言し，自分たちの力で意見をまとめることができた。そこで，少しずつ自

分の考えに自信がもてるようになってきた生徒たちに，仲間の意見を聞いて，自分の思考を整理したり，

仲間の思いを受け止めたりしながら，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようになってほ

しい。そして，コミュニケーション能力を高め，現代社会でいきいきと生活していってほしいと考えた。 

国語の時間では，物語を読むことを好み，一つの場面の登場人物の心情を読み取るときには，心情が

直接書かれている表現を中心に，本文の言葉をもとにして，自分の考えをもつことができる生徒が多い。

一方で，行動描写や比喩表現，情景描写など，心情が暗示的に書かれている部分に注目する生徒や，一

語一語や登場人物の行動の意味を考えたり，複数の場面を関連させて考えたりする生徒は少ない。そこ

で，生徒にとって共感的に読み進めることができ，情景描写や比喩表現など登場人物の心情を考えるう

えで根拠となる表現が工夫されている作品を教材として開発し，生徒が解決したいという思いをもてる

単元を設定すれば，意欲的に取り組めるだろうと考えた。また，自分の思考を整理していくなかで，自

分の考えをもち，仲間の多様な考えにふれながら，自分の考えを広げたり，深めたりすることができる

ようになってほしいと考えた。 

２ 何で 

（１）教材について 教材名「天のシーソー」（安東みきえ・作 沢田としき・絵 株式会社 理論社） 

本教材は，生徒たちと近い年齢である「ミオ」が主人公であり，その同級生である「佐野」との人間

関係が描かれる。主人公の「ミオ」は，興味本位で下校する佐野について行ったことで，佐野が誰にも

知られたくないと思っていた家業が，リサイクル業をしていることを知ってしまう。また，このことが

クラスの仲間にも伝わってしまい，佐野を怒らせてしまう。佐野に許してほしいと必死に謝るが，佐野

は許してくれない。謝り続ける中で，ミオは自分がしてしまったことの重大さや，佐野自身が父親の仕

事を恥じてしまう自分に，後ろめたさを感じていることに気づき，佐野を元気づけたいと願うようにな

る。自分の何気ない行動で，相手を傷つけてしまった主人公たちのように，本学級の生徒も軽い気持ち

でやってしまった自分の言動が，友達を傷つけてしまったり，逆に，相手の心ない言動に傷つけられて

しまったりした経験があり，生徒達は共感的に読み進められるだろうと考える。また，情景描写や比喩

表現など，登場人物の人物像や心情，物語の主題を暗示的に書いている表現も多くある。そのため，生

徒たちの経験と作品を結びつけ，共感的に読み進めたり，情景描写や比喩表現など暗示的に書かれてい

る部分に焦点をあて，登場人物の心情を正確に読み取ったりすることができ，さまざまな角度から作品

を解釈ができると考えた。 

（２）教材の価値 

① 生徒達が共感的に読み進めることができるストーリー展開 

 本作品は，主人公の「ミオ」と同級生の「佐野」を中心人物にした物語文である。生徒たちも，年齢

が近く，学校での出来事や放課後の出来事が書かれており，生徒たちにとっても親しみやすく共感的に

読み進めることができる。また，主人公の「ミオ」と同様に興味本位でおこした言動により，相手を傷
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つけてしまったことを深く後悔するという経験がある生徒もいる。生徒たち自身の経験も物語を読み進

める手掛かりの一つにすることで，本教材を自分事ととらえ意欲的に読み進めることができると考えた。 

② 「光」，「影」，「シーソー」のような登場人物の人物像や心情は暗示的に書かれた表現 

本作品は，ミオの心情を暗示している表現が多い。佐野がミオのけがに気づく場面では，「校庭に春の 

光がまぶしくはねているだけだった」という描写があり，気づいてもらったことへのうれしさや，気に

かけてくれていることへの喜びと恥ずかしさなどが暗示されている。特に，佐野を傷つけてしまったこ

とを後悔している場面や佐野が自分の心の弱さを打ち明ける場面では，「シーソー」「光」「影」の表現が

多く登場する。「シーソー」は，二人の罪の重さを比べている様子や，互いに相手だけは立ち直ってほし

いと願う気持ちを表している。また，影は，ミオから見た，輝いた一面をもっている佐野と対比させ，

心のうちに抱えた闇を表現している。光は，お互いの心の弱さを認め，その弱さを受け入れて，前に進

みたいと思うミオの気持ちを表現している。それらの意味に気づくことは，登場人物の暗示された心情

を読み取ることにつながり，物語を深く読み込んでいくことができると考えた。 

３ 目ざす生徒像 

（１）一時間ごとの課題に対して、自らの追究の仕方を考え、意欲的に取り組むことができる生徒 

（２）表現の工夫に注目しながら読み進め、根拠や理由を明確にした自分の考えを構築できる生徒 

（３）自分の考えと仲間の考えを比較しながら聞き、自分の考えを広げ、深めることができる生徒 

４ 研究の方法 

（１）研究の仮説 

仮説Ⅰ 言葉を根拠にしながら，生徒が共感的に読み進めることができる自主教材を開発し，生徒の読 
み取りや疑問を大切にして単元を貫く課題を設定すれば，課題を解決しようと，意欲的に取り 
組むことができるだろう。 

仮説Ⅱ 思考ツールを用いて自分の考えを整理し、言葉に注目した自分の考えをもてる個人追究を繰り 

    返し設定すれば、根拠を明確にした自分の考えを構築することができるだろう。 

仮説Ⅲ グループで自分の意見を伝えたり、困ったことを相談したりできる活動を繰り返し行ったり、 

    仲間の多様な考えにふれる全体追究の場を設けたりすれば、自分の考えと仲間の考えを比較し 

    ながら聞き、自分の考えを広がたり、深めたりすることができるだろう。 

（２）研究の手だて 

Ⅰ－ア 共感的に読み進め，さまざまな角度から作品を解釈できる自主教材「天のシーソー」 

本教材は，生徒たちの経験と作品を結びつけ，共感的に読み進めたり，

情景描写や比喩表現など暗示的に書かれている部分に焦点をあて，登場人

物の心情を正確に読み取ったりすることができ，さまざまな角度から作品

を解釈ができると考えた。 

Ⅱ－ア ３（スリー）チャートを用いた読み取り 

 個人追究するとき，３チャートと命名した思考ツール（資料１）を導入

し，根拠，主張，理由に分けて整理する方法を繰り返し行う。また，根拠

や理由を明確にするために，言葉に着目させるような問いかけを朱書きす

る。※本実践では，自分の考えのよりどころとした本文中の表現を「根拠」，

自分の意見を「主張」，根拠にもとづく自分の推論や解釈を「理由」として

捉えることとする。また，根拠，主張，理由の３つ全てを組み合わせたも

のを３チャートとし，「自分の考え」として捉えることとする。 

Ⅲ－ア 考えを伝え合い，相談できるグループトーク 

 全体追究を行う前に，グループで自分の考えを伝え合ったり，質問した

りする場を設定する。考えに自信をもたせたいときは、考えが似ている生

徒同士で、グループを構成し、考えを広げさせたいときは、考えが異なる

生徒同士でグループを構成する。全体追究の時も座席をグループトークの

形のままにし，仲間にいつでも相談できる環境を作る。 

Ⅲ－イ 自分の読みや疑問出し合う全体追究 
 自分の考えを伝えたり，疑問を話し合ったりする場を全体追究とする。
個人の疑問やグループトークで出てきた疑問を解決してく場になるよう 

資料１ 思考ツール３チャー

ト 
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生徒たちの疑問や質問を大切にする。すぐに答えがでないような疑問が出たときは、グループで相談す
る時間を設け、その後全体でも話し合う時間を設ける。 

５ 実践の記録                      

（１）抽出生徒Ａについて 

 生徒Ａは，国語の学習に対し，苦手意識をもっている。しかし，物語の読み取りができるようになり

たいという思いをもっており，意欲的に授業に取り組んでいる。個人追究の時間では，複数の本文の言

葉を根拠に自分の考えを書くことはできる。しかし，理由部分になると，一文一文がとても長くなって

しまったり，主語と述語がねじれていたりと，自分の考えが整理しきれていない。また，グループでの

話し合いでは，積極的に自分の考えを仲間に伝えることができる。しかし，理由部分が，仲間にうまく

伝わらなかったり，仲間から根拠や理由部分について質問されると，答えられず，戸惑ってしまったり

することがある。このように，複数の根拠をもとに自分の考えをもとうとしているものの，自分の考え

が整理しきれず困っている様子が見られる。 

 本単元では，共感的に読み進めることができる自主教材を用いた読み取りを行うことで，意欲的に読

み進めていって欲しい。３チャートを用いた個人追究を行うことで，根拠と理由を明確にして，自分の

考えを整理する姿を期待したい。全体追究の前に，ペアやグループトークの時間を設けることで，自分

の考えを仲間に伝えるだけでなく，上手く説明できない部分を仲間と相談し，自分の

考えを見つめ直していく姿を期待する。また，全体交流で，自分とは異なる考えをも

つ仲間の意見に触れることで，自分の考えと比較しながら聞き，自分の考えを広げた

り深めたりする姿を願う。 

（２）研究の実際 

① ３チャートで自分の考えを整理し，仲間の意見を取り入れながら，   

主人公の人物像の解釈を広げていく生徒Ａ（手だてⅡ－ア，手だてⅢ－ア） 

実践 第１時では、題名に注目しながら読み進めていくために、「天のシーソー」の表

紙を見せ、どんな物語であるか尋ねた。生徒Ａは、題名や、シーソーの言葉に注目し

ていたため、全体に、どんな意味だと思うか尋ねた。その後、範読を行い、感想、疑

問を書く時間を設けた。生徒Ａは、感想の中で、「題名の意味は、今はわからないがこ

れから読んでいくときに、考えて読みたい。」とあった。第２時では、ミオは，どんな

人なのだろう」について，個人追究した。生徒Ａは，３チャートに，主張「めんどく

さがり」，根拠「ｐ６Ｌ９ねむくなる，ｐ６Ｌ11 こんなことは何度となくかわしてい

た」，理由「窓ぎわの席でねむくて授業を全く聞かずにいて，質問もわかっていないの

に，手を中途半端に上げていて，今まで何度もかわしてきた常習犯だから。」と書いた

（資料２）。その後，グループトークを行い，自分の考えを交流する時間を設けた。生

徒Ａは，３チャートを見ながら，自分の考えを仲間に伝えることができた。生徒Ａの

考えに対して，生徒Ｂが，「授業中ねむくなっちゃうってことは，窓ぎわであったかい

のもあるけど，授業の内容もよくわかっていないのかもしれないね」と反応する姿が

あった。それに対して生徒Ａは，「それもあるかも……」と仲間も考えに共感する姿が

見られた。その後の生徒のふり返りには，「ミオは，めんどくさがりだったり，少し頭

が悪いところもあるんじゃないかと思いました。ミオがどんな人かわかってきたの

で，全体追究が楽しみです。あと，ミオだけじゃなくて，佐野の人物像も確認したいなと思いました。

情景描写には，ミオや佐野の気持ちが隠れているから，情景描写にも注目したいです。」とあった。  

考察 第１時の振り返りの一部を見ると、生徒Ａは題名に注目して読み進めようとしていることがわか

る。また、第２時の生徒Ａの３チャートを見ると，根拠が二つ書かれており，理由部分では，根拠につ

いて自分のなりの解釈を説明している。グループトークでは，生徒Ｂが生徒Ａの考えに反応を返してい

たことから，仲間に対して自分の考えをわかりやすく伝えることができたことがわかる。さらに，グル

ープトークを終えたあと生徒Ａのふり返りを見ると，生徒Ｂの「授業が分からなかったのでは？」とい

う意見を取り入れた「頭が悪い」というミオの人物像も書かれており，根拠として取り上げた表現の解

釈を広げていることがわかる。以上のことから，３チャートを用いて，主張，根拠，理由を分けて書い

たことで，自分の思考を目に見える形で整理でき，生徒Ａが二つの根拠をもとに，自分の考えをもつこ

資料２ 第２時
の生徒Ａの３チ
ャート 
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とにつながったと考える。また，グループトークを行い，その後自分の考えに対して再度見直す時間を

設けたことで，生徒Ａは，自分にはなかった仲間の考えを取り入れることができ，考えを広げることに

つながったと考える。 

② 全体追究で疑問を交流したり，繰り返し本文を音読することで，暗示的に書かれている部分の心情 

に気づいたりしながら，心情変化を追い始めた生徒Ａ (手だてⅡ－ア・手だてⅢ－イ)  

実践第３・４時では、「佐野には黙って尾行していたとき、ミオ

たちはどんなことを思っているのだろう 」について考えた。そ

の中で、生徒Ａは、「本当の家ではないが、佐野の家を見つけて

大成功だと喜んでいると思う。」と発言した。生徒Ａの「本当の

家ではない」という発言から、生徒たちは、この言葉がミオの

心情変化のきっかけではないかと考えだした。その後，生徒Ａ

はふり返りに，「ミオは，最初はいやがっていたけど，佐野の家

が気になるという好奇心が勝ち，ストーカーを始めた。見つか

らないか心配だったけど，面白くなってきて，佐野の家を見つ

けたと思い，尾行は大成功だと思っている。次回は自分の家の

噂が広まってからかわれたときに佐野が顔を赤くしてにらみ

つけた行動を二人がどう思っているのか、二人の行動に注目し

て読み取ってみたいです。」と書いていた。そこで、第５時では、

「自分たちが見つけた家が，本当の佐野の家ではないと知った

時，ミオたちはどんな気持ちだったのだろう」を課題とし，個

人追究を行った。生徒Ａは，３チャート（資料３）に，主張「ミ

オは悪いと思っているけど，エリは佐野が悪いと思っている」

と，ミオとエリ二人の立場に立った考えを書いた。その後，グ

ループトークを行い，全体追究を行った。そこでは，本文にも

書かれている「悪いことをした」という言葉を根拠にする生徒

が多くいたため，「ミオにとって，悪いこととはどんな行動か」と切り返しの発問をした。本文の言葉に

立ち返るために，音読を行ってから，切り返しの発問について話し合

う時間を設けた。生徒Ａは，「ミオは，佐野についていくことを迷って

いたけど，エリの誘いに断れずに一緒にストーカーしてしまったら，

エリの行動を止められなかったことが悪いことだと思っていると思

う」と発言した。他にも，「ストーカーしてしまったこと」「自分の理

想のイメージを佐野に押し付けてしまったこと」などがでてきた。 

考察 第４時の生徒Ａの振り返りを見ると、二人（ミオ、エリ）の行

動に注目して心情を読み取りたいとある。これは、３チャートを用い

て自分の考えを整理し、根拠をもとにした自分の考えがもてるように

繰り返し個人追究を行ってきた成果だと考える。第５時の生徒Ａの３

チャートには，尾行をする前のミオの気持ちと見つけた家が佐野の家

ではないと知った時のミオの気持ちの両方を書くことができている。

これは，疑問を解決する全体追究を繰り返し行ったことで，自分たち

の力で心情の変化を読み取っていくことにつながったと考える。ま

た，第５時の個人追究で生徒Ａは，すでに主人公の心情変化を読み取

っていることから，場面ごとに順番に読み進めていくことは，生徒Ａ

の考えを深めることにつながったと考える。 

③ シーソーを漕いでいるときの主人公の気持ちを読み取りながら， 

初読の疑問や題名の意味を考え始める生徒Ａ 

(手だてⅡ－ア，手だてⅢ―ア・イ) 

 実践 第６時では、悪いことをしたと気づいたときのミオの心情を

整理していた。第７時では，多くの生徒たちが疑問を抱いていた，二

資料３ 第５時の生徒Ａの３チャート 

資料４ 第５時の生徒Ａの３チャ
ートと書き加えた生徒Ａの３チャ
ート 
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人がシーソーを漕いでいる最後の場

面を取り上げた。課題は「シーソー

に乗っている時の二人はどんな気持

ちだったのだろう」とした。生徒Ａ

は３チャートに，主張「佐野のした

ことより私の方が罪が重い」，（資料

４）と書いた。その後，グループト

ークを行い，生徒Ａのグループでは，

「『自分たちが高い場所に上がって

いく』ということはどういう意味な

のか」という疑問について話し合っ

ていた。「相手側を上げる行動は，自

分の方が重いということを示してい

るけど，どういう意味なんだろう」

という生徒Ｂに対して，「上がってい

くということは，お互いに許したと

いうことなのかな？」と生徒Ａが答

えていた。その後の３チャートを見

直す時間で，生徒Ａは，「許してくれ

たのかな？」という考えを３チャー

トに書き加えていた。(資料４) 全体追究では，ミオの気持ちだけでなく，佐野の気持ちにも注目した

「佐野も自分が悪いと思っている」という意見や「どちらが悪いかどうかわからない」という意見が出

てきた。その中で，「『まだ光があふれる空に，ふたりでのぼっていけるような気がした』とはどんな気

持ちなのか？」という疑問が出てきた。そこで，この疑問を全体の課題として，第８時に再度個人追究

を行った。生徒Ａは，３チャートに，主張「いろいろな気持ちが心の中を行き来した」(資料５)と書い

た。その後，グループトークを行い，生徒Ａは，「お互いに許して，仲良くしたい。」(資料６)という考

えを書き加えた。全体交流では初め，「お互いに自分が悪いと思っている」という意見が出てきた。その

後生徒Ａが発言した。生徒Ａの発言を受け，光と影に注目する生徒が出てきた。 

考察 第 7 時のグループトークを終えた３チャートには，『自分たちが高い場所に上がっていく』を根

拠にして，「許してくれたのな？」という生徒Ａにとって新しい考えが書き足されていた。これは，グル

ープトークの中でこの表現に注目し話し合ったことで，生徒Ａにとって新しい視点が加わり，その後再

度個人追究の時間をとったことで、自分の考えを整理でき，生徒Ａの考えを広がることにつながったか

らだと考える。全体追究では，『まだ光があふれる空に，ふたりでのぼっていけるような気がした』とい

う表現に対する疑問が生まれ，それが次の全体追究の課題となり，生徒たちの疑問で授業を進めていく

ことができた。これは，グループトークで自分たちの考えを交流するだけでなく，仲間の考えに質問し

たり，自分の疑問を相談したりすることを繰り返し続けた結果であると考える。また生徒Ａは課題に対

し，「光」と「影」という心情が暗示的に書かれている表現に注目して読み進めることができた。これは，

本教材には，主人公の心情が暗示的に書かれている表現が数多くあるため，自然と情景描写に目が行き，

作品を読み深めていくことにつながったと考える。 

④ 題名の意味について，自分のなりの考えをもつ生徒Ａ(手だてⅠ―ア・手だてⅢ―イ)  

実践 第８時では，「天のシーソーとはどんな意味が込められているのだろう」についての再度考える

ことにした。「シーソー」の意味について，尋ねると生徒たちは，「罪をはかる天秤」や「二人がお互い

のことを許し合えた場所」と考える生徒たちが多かった。「天」の意味について尋ねると戸惑っている生

徒が多かった。そこで，「天」についてグループトークを行うことにした。生徒Ａは，「空よりも高い場

所」と考えていた。グループトークででてきたことをまとめ再度，「天のシーソー」の意味を考えた。グ

ループトークで考えた「天」の意味から，この物語にふさわしい意味を選ぶために，再度最後の場面を

音読し，その後題名の意味について考えることとした。生徒Ａは，「天のシーソーはお互いの罪を許し，

仲良くなった。」という意味だと考えた (資料７) 。その後，本単元を終えたあとのふり返り（資料８）

資料５ 再度個人追究を終

えた後書き足された生徒Ａ
の３チャート 

資料６ グループトーク後書き足された
生徒Ａの３ チャート 
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を行った。生徒Ａは，「シーソーを漕いでい

る時の二人の気持ちを考えた時，二人とも

悪いが，ミオの方が悪いという意見が出た。

①僕もそう思って，二人を比べると圧倒的

にミオの方が悪いと思った。悪いことをす

るとわかっているなら，ついて行ってはい

けないし，悪いことをしようとする友達を

止めるようにしなければならないと思っ

た。」と書いた。 

また，本教材を通して学んだこととして，

「②読み取りたい気持ちが書いていないと

思った時は，その人物の行動に注目して，そ

こから気持ちを考えた。情景描写は，そこだ

けで意味を考えるのは難しいけど，③情景

描写の前後の人物の行動や気持ちと合わせ

て考えるとイメージができて，読み取るこ

とができた。」と書いた。 

考察 初読の感想で，題名の意味は難しい

と感じていた生徒Ａだったが，第８時の生徒Ａが書いたもの（資料６）を見ると，「天」「シーソー」そ

れぞれの意味について考え，そのうえで，「天のシーソーは，天にあるシーソーではないか」と考えてい

る。さらに，「高い」という言葉に注目し，第７時で生徒Ａが考えていた「高い場所＝お互いの罪が軽く

なった」(資料５)というところから，自分なりの題名の意味ついて考えることができている。 

これらは，場面ごとに主人公の心情変化を読み取り，さらに，第５時や第７時では，暗示的に書かれ

ている描写にも注目した全体追究を繰り返し行い続けてきた成果だと考える。また，国語の学習に苦手

意識を感じていた生徒Ａだったが，単元を終えたあとのふり返りを見ると，ミオと佐野がシーソーを漕

いでいる場面を取り上げ，全体追究で出てきた，「ミオよりも佐野の罪の方が重いのではないか？」とい

う疑問に対して「僕もそう思って」（資料４傍線部①）という言葉を用いており，主人公の行動と自分を

比較しながら読み進めていることがわかる。 

このように，生徒Ａは物語を自分事として読み進められたのは，生徒たちの生活経験に近い物語を教

材にしたからであり，その結果，常に自分と比較しながら考えることができ，意欲的に取り組むことに

つながった。また，本教材から学んだことについて，「行動描写」（資料４傍線部②）や「情景描写」（資

料４傍線部③）の読み取り方について書いており，意欲的に取り組んでいたからこそ，心情が暗示的に

書かれた表現に着目して読んでみたいという思いをもつことにつながり，生徒Ａの考えを広げたり，深

めたりすることにもつながったと考える。 

５ 研究のまとめ 

三つの仮説をもとにした取り組みを通して、生徒はそれぞれの場面で行動に表れている心情や情景に

表れている心情に注目し、考え続けることができた。第２時（資料２）と第７時（資料６）の生徒Ａの

３チャートを見比べると，物語を読み進めるにつれて，行動描写，情景描写も根拠として自分の考えを

構築していることがわかる。これは，３チャートを用いて本文の言葉に注目する個人追究を繰り返し設

け続けた結果表現の工夫に注目し，根拠や理由を明確にした自分の考えを構築することにつながったと

考える。単元を通して暗示的に書かれている心情と、題名の意味を関連付けて考えていったことで、「一

つの作品を読み取れた」という自信や深く読み込んでいくことの楽しさを実感することができた。 

さらに、単元を終えたあとの生徒のふり返り（資料８）をみると「圧倒的に」や「しなければならな

い」など、自分の考えに自信をもっている言葉が用いられており、登場人物の行動や生き方に対しても、

自分の意見をしっかりもつことができた。また、教科書の教材文では、あきらめてしまうような、題名

の意味を考えるという簡単には解決できない課題に対しても粘り強く読み取ることにつながった。今後

も、生徒の実態にあった自主教材の開発や、生徒が言葉にこだわりをもち、仲間との関わりの中で、考

えに自信をもてるような実践に取り組んでいきたい。 

資料７ 生徒Ａの題名
の意味 

資料８ 生徒Ａの単元後のふり返
り 


